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5 18 29

ふ

な

き

矯正施設出所後、単

身生活を目指している

Ａさんについて

～問題行動のある利

用者に対する関わり

について考える～

①宿泊型自立訓練事業所が受け入

れるために必要な身元引受人に家

族がなる事難しい事例でのその他

の対応方法

②突発的な問題行動がある方への

対応

③矯正施設から地域移行を目指す

ケースで、再犯のリスクが考えれる

中で、どのような点に注意して関わ

れば良いか。

・身元引受人に求める内容はどうか。後見人や

保佐人などの制度や再入院の必要になった時

の対応などを考えておく必要があるのでは。

・入院中に本人の生活能力を見極めて、できる

事出来ない事を整理していく必要があるので

は。

・地域に移行する際には、相当な支援をして、本

人への対応は単純化して対応することが必要。

など

地域移行は進められ

ているが、突発的(特

定の人への依存、逃

げ出す、自傷行為、窃

盗など）な行動がある

方への地域移行には

不安が大きい。

6 21 22

サ

ポー

ト

セ

ン

ター

ぴ

っ

こ

ろ

就労継続支援B型利

用中のHさんについて

～安定した独居生活

を送るためには、今後

どのように関わればよ

いか～

収入が少なく、家のローンもあるた

め、経済的不安がある。必要な手立

てがない中、落ち着いた生活を送る

ためには、どのようにしていけばよ

いか。

・関われるところ⇒少しでも収入が増えないか、

就労支援につなげていく。就労移行支援でA

型、B型の見極めをしてみるのも良いかも。

・当面、本人への生活習慣の確立等の援助をし

て、現状のままやっていくしかない。

・遠方の弟　これ以上の金銭的援助は難しい

が、急に体調が悪化し入院・手術が必要になっ

た時、援助していただけるかを予めお願いして

おく。

7 23 24

相

談

支

援

事

業

所

Y

O

U

知的障害のあるKさん

の糖尿病コントロー

ル、生活習慣・生活環

境の改善を図り、家族

関係を円滑にしていく

ために、どのように関

わればよいか。

①糖尿病への病識が全くなく、食事

を4～5回/日食べており、血糖コント

ロールが出来ない中で、どのように

働きかければよいか。

②義父に物取られるという妄想があ

り、Kさんがターゲットになり、関係

が悪い。関係を円滑にするために

は、どのように関わればよいか。

・引き続き支援を継続しながら、ヘルパー調理

指導等を通して、食事指導につなげていく。

・家の中にずっといると余計に食べてしまうので

は。入浴もできていないようなので、今後通所

サービスにつなげられるとよい。

・KPの次女にもう少し協力が得られないか。同

居の息子、教えてあげれば、入浴等もできるよう

になったので、少しずつ出来ることが増やしてい

けるよう今後も関わっていく必要があるのではな

いか。
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8 19 30

自

立

生

活

セ

ン

タ

ー

宇

部

統合失調症があり、グ

ループホームでは、他

者とのトラブルが多く

退所になった。

退所後、公的サービス

利用予定の無い本人

と家族とどのように関

われば良いか。

本人は在宅生活を望むが、家族は

母親に対して、暴言があるため、再

度入所を望まれている。グループ

ホーム退所後も母親からの相談は

続くと思われる家族への今後の対

応について。

・父・母・本人と対応を分けて考える。父や母は

高齢者の支援者に関わってもらってはどうか。

解決は出来なくても話を聞いてあげることも必要

では。

・衝動性について、主治医の考えや薬の調整の

話も聞いていく必要があるのでは。

・時間をおくと利用につながりにくい可能性があ

る。退所前に短期入所や通所の利用の約束を

とる必要がある。（短期入所は中々空きがない

状況がある。）

9 22 24

セ

ル

プ

南

風

施設入所中の発達障

害で聴覚障害者への

支援について

家族が対応してくれ

ず、連絡も取りにくい

事例

①密に関わってくれている方が関わ

れなくなった際の対応はどうしたら

良いか。

②ＫＰと連絡がつかない場合の連

絡体制はどうすれば良いか。

③施設での支援に限界を感じてい

る。何か良い方法はないか。

・家族が本人から逃げたがっている事例なの

で、後見人をつけたり、交換条件などを提示して

家族に投げかけてみてはどうか。

・施設側の対応：発達障害者を理解して対応す

る必要があるのでは。病院にどのように対応し

たら良いか聞いたり、薬の調整が出来ないか聞

いてみてはどうか。

・緊急時の対応については連絡がつかない時の

対応を家族と取り決めをしておく必要がある。

10 20 28

て

ご

屋

ホ

ー

ム

発達障害者Ｓさんの

就労支援について

～自分から相談しない

ため、何か起こってか

らの支援となり、対応

に苦慮している～

発達障害があり、場の空気が読め

ず、対人関係が上手くいかない方

への今後の関わり方について

・その都度、助言は必要だが本人を変えるのは

難しい。周りの方へ理解してもらう必要があるの

では。

・臨機応変が難しい。具体的に予定表を細かく

決めたり、視覚でわかるように印を付けたりして

はどうか。　　　　　　　　　　　　　　　　・発達障害

に精通された医師に対人関係の助言をもらって

はどうか。

⇒障害者雇用に理解ある職場のようなので、具

体的な指示などをお願いしていく必要がある。


